
 
＜特⻑＞  

◇ 各種重⾦属イオンと反応し、不溶性の塩を形成して処理する重⾦属捕集剤です。 
◇ 特に亜鉛や銅イオンの処理に適しています。 
◇ 従来の中和法では処理が難しかった EDTA、塩化アンモニウム、過硫酸アンモニウム、 
  クエン酸アンモニウム、ピロリン酸イオン等の処理にも有効です。 
◇ 従来の中和法に⽐べて重⾦属除去率に優れています。 
◇ 現在ご使⽤の廃⽔処理設備で使⽤できます。 
◇ 廃液中に共存する各種重⾦属イオンを同時に除去できます（2 価以上のイオン）。 
◇ 各種重⾦属イオンの濃度に応じて使⽤し、成分は⾦属イオンと結合して固定化される 

ため、処理⽔中の残留が少ないです。 
 

＜使用方法＞ 

 
①中和槽の pH を適正にする（pH8〜13 で使⽤可能ですが、望ましくは pH9〜10） 
 ＊各種廃⽔を適正な pH に調整して中和反応を⾏うことで、重⾦属イオンをできるだけ 
  ⽔酸化物としてフロック化します。 
 ＊pH を調整して反応を効率化させれば、アイコーMC-660 の使⽤量を節約することが 
  できます。 
 
②アイコーMC-660 を添加する 
 ＊通常、中和槽に添加します。 

＊廃⽔中の⾦属イオンの総量に対して当量を添加します。 
 ＊添加量の目安は、単⼀⾦属濃度 10mg/L あたり原液のアイコーMC-660 を 0.1mL 
  （2〜3 滴）添加してください（実際の廃⽔では共存物質の影響が大きいため、理論 

通りとならない場合があります）。 
 ＊専⽤の槽で使⽤し、他の薬品類とは混合しないでください。 
 ＊希釈せず原液のままでも使⽤できますので、添加⽤ポンプの能⼒や薬液槽の容量に 
  応じて使⽤してください。 
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◇フロックの微細化現象と対策 
 ＊アイコーMC-660 の使⽤時、上澄み液が着色したようになる場合があります。 
  これはフロックが非常に細かくて、上手く凝集が進まないときに起こる現象です。 
 ＊対策としては、無機系凝集助剤として PAC（ポリ塩化アルミニウム）をアイコーMC-660 
  の添加量（原液として）に対して 1〜3 倍量添加します（硫酸バンドや鉄液でも OK です）。 
  これらを添加すると pH が低下しますので、アルカリ剤で適切な pH に調整してください。 
 
◇高分子凝集剤の添加 
 ＊通常の中和による凝集沈殿法の場合と同様です。 
 ＊PAC を併⽤する場合、PAC を先に添加した後、高分子凝集剤を添加します。 
 ＊全量ろ過処理を⾏っていると、高分子凝集剤は目詰まり等の原因となりますので、通常 
  は使⽤しません。 
 

＜性状＞ 
外観 ︓淡緑色〜⻩色液体 

 
＜注意事項＞ 

取扱いの際は保護具を着⽤してください。 
眼に入れたりしないように注意してください。万⼀、眼や皮膚に付着した場合は多量の⽔で
洗い流し、医師の手当を受けてください。 
その他、安全データシートをよく読んでから使⽤してください。 
 

＜荷姿＞ 
20kg BIB 容器  


